
先進地に学ぶ
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ＤＡＴＡ 人口：５２，２６５ 人

面積：２７６．６６ ㎞

熊本県菊池市
所在地　菊池市隈府888番地 所在地　曽於市末吉町二之方1980番地

0968-25-1111 0986-76-1111

　熊本県北東部に位置し，東部は阿蘇地域，南部は菊池

南部地域（大津町，合志町，西合志町），西部は山鹿鹿

本地域，北部は大分県日田地方にそれぞれ接しており，

形状は扇形をなしている。北部の八方ヶ岳から東部の阿

蘇外輪山の鞍岳まで山岳が連

なり，地域の大半を森林が占

める。それら山岳からの豊富

な水が菊池川本流をはじめ，

迫間川，河原川，合志川に流

れ，菊池平野を潤し，肥沃な

土地を形成している。

先進事例①

ＤＡＴＡ 人口：４０，５１４ 人

面積：３９０．３９ ㎞

鹿児島県曽於市

先進事例②

バ
　
そ
の
後
、
大
正
１５
年
５
月
に
国
鉄
宮
之
城

駅
が
開
業
し
、
昭
和
１２
年
１２
月
に
は
大
口
駅

ま
で
の
宮
之
城
線
全
線
が
開
通
し
ま
す
。
駅

と
地
域
を
結
ぶ
バ
ス
は
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
経
済
成
長
、
所
得
増
加
に
よ
り

マ
イ
カ
ー
時
代
を
迎
え
、
昭
和
６２
年
１
月
１０

日
、
宮
之
城
線
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
３０
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
　
　

　
　
　
ス
も
ま
た
構
造
改
革
の
な
か
規
制
緩

　
　
　
和
が
進
み
ま
し
た
。
収
益
分
野
に
新

規
参
入
が
増
え
る
な
ど
競
争
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
主
要
分
野
は
観
光
バ
ス
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ

バ
ス
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
き
な
街

中
の
市
内
循
環
バ
ス
を
除
き
、
地
方
の
バ
ス

路
線
は
赤
字
経
営
が
続
き
ま
す
。
本
町
内
を

走
る
バ
ス
も
同
じ
で
す
。

　
特
に
県
内
で
は
人
口
減
少
、
少
子
化
の
な

か
地
方
路
線
の
赤
字
を
全
体
で
支
え
な
が
ら

も
岩
崎
グ
ル
ー
プ
に
み
ら
れ
る
地
方
路
線
の

整
理
縮
小
が
進
み
ま
し
た
。
本
県
の
バ
ス
関

係
補
助
金
は
北
海
道
に
次
ぐ
全
国
２
位
の
規

模
で
す
。

　
さ
つ
ま
町
管
内
の
広
域
路
線
で
は
Ｊ
Ｒ
バ

ス
鹿
児
島
線
、
い
わ
さ
き
バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
林
田
バ
ス
）
薩
摩
川
内
線
、
南
国
バ
ス

伊
佐
（
大
口
）
線
と
も
生
活
交
通
路
線
と
し

て
、
ま
た
出
水
・
宮
之
城
を
走
る
空
港
バ
ス

も
併
せ
て
国
・
県
の
補
助
金
に
依
存
し
て
い

る
状
況
で
す
。

２ ２

■きくちあいのりタクシー(予約制乗合タクシー)

　公共交通空白地域と市街地や町なかとを結び，

利用者が事前に予約して利用する。平成１６年２

月から公共交通機関が全く無かった地域と廃止し

たバス路線沿線及びその延長地域を対象に，１日

置きに運行を行っている。１日３往復だが，出発

時刻が決められている。利用料金は市街地からの

距離に応じて地区ごとに設定されている。運行地

域では，どこからでも乗り降りができるが，市街

地での乗り場は医療機関や主な公共施設，店舗等

と指定されている。運行地域では，廃止路線代替

バス運行当時と比較し

て，運行赤字を補てん

する市の補助金が約２，

６００万円から約８０

０万円へ大幅に削減さ

れている。

■曽於市思いやりバスと思いやりタクシー

　曽於市では，市内全地域において新しい公共交

通体系をまとめ，時刻表を作成し，公共交通の利

用促進に取り組んでいる。思いやりバスの利用料

金は，距離に応じて計算されるが，１３km以上は，

大人４００円，子供２００円で利用できる。思い

やりタクシーは，地区ごとに運行コースと運行日，

時刻が設定され，大人１回２００円，子供１回１

００円で利用できる。また，車内では２００円券

１１枚綴りの販売も行っている。思いやりバスと

思いやりタクシーは，いずれも６歳未満の小児で，

大人に同伴して乗降す

る場合は，大人１人に

対して小児１人は，無

料となる。

　鹿児島県の東部を形成する大隅半島の北部に位置し，

東は志布志市，南は大崎町，鹿屋市，西は霧島市，北は

宮崎県都城市と接し，宮崎県との県境に位置する。北部

は，大淀川支流域に開け，都城盆地の一角をなし，南部

は菱田川流域に広がる地域と

なっており，全体的には起伏

の多い大地となっている。ま

た，曽於市東部には，太平洋

に注ぐ大淀川の源流点がある。

※人口は，平成20年９月末現在 ※人口は，平成20年10月１日現在

曽於市
菊池市

曽於市思いやりタクシーきくちあいのりタクシー

中 村 慎 一

さつま町役場　企画広報課長

なかむら しんいち

　
　
　
た
ち
の
町
に
最
初
に
バ
ス
が
走
っ
た

　
　
　
の
は
大
正
７
年
１０
月
、
林
田
熊
一
が

宮
之
城
・
川
内
間
に
県
内
で
も
草
分
け
的
に

乗
り
合
い
バ
ス
の
営
業
を
始
め
た
の
が
最
初

で
す
。
地
方
の
人
口
増
と
流
通
経
済
の
拡
大

に
併
せ
て
鉄
道
が
地
方
に
普
及
し
て
く
る
と
、

バ
ス
は
人
と
物
を
運
ぶ
手
段
と
し
て
、
鉄
道

の
普
及
と
併
せ
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
大
正
７
年
当
時
、
日
本
の
人
口
は
約
５
千

６
百
万
人
、
日
清
・
日
露
の
戦
役
後
、
大
陸

へ
大
陸
へ
と
日
本
経
済
を
拡
張
し
て
い
た
時

期
で
す
。
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バ
ス
の
車
窓
で
し
か
見
え
な
い
景
色

　
お
彼
岸
に
な
る
と
い
つ
も
乗
る
バ
ス
停

の
周
り
に
赤
い
彼
岸
花
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

コ
ス
モ
ス
も
華
や
い
で
バ
ス
を
待
つ
時
間
、

気
分
が
和
ら
ぎ
ま
す
。
た
ま
に
バ
ス
で
通

勤
し
ま
す
が
車
窓
が
高
く
車
を
運
転
す
る

と
き
に
は
見
ら
れ
な
い
、
一
瞬
ハ
ッ
と
さ

せ
ら
れ
る
よ
う
な
風
景
に
出
会
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
バ
ス
は
止
ま
っ
て
く
れ
ま
せ
ん

か
ら
、
そ
の
瞬
間
バ
ス
の
車
窓
で
し
か
見

え
な
い
景
色
で
す
。

　
と
き
に
は
バ
ス
の
視
点
で
世
の
中
を
見

る
。
車
の
運
転
か
ら
離
れ
て
、
時
間
に
囚

わ
れ
ず
、
自
分
の
時
間
を
使
っ
て
み
る
の

も
い
い
と
思
い
ま
す
。
何
回
も
通
っ
て
見

慣
れ
た
道
で
す
が
、
運
ば
れ
る
感
覚
は
列

車
の
旅
み
た
い
に
、
い
わ
ば
他
力
的
と
い

え
る
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
ま
す
。

　
将
来
税
金
で
走
ら
せ
る
に
は
限
界
が

　
来
る
極
め
て
深
刻
な
問
題
　

　
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
到
来
に
よ
り

自
家
用
車
が
移
動
手
段
の
中
心
と
な
っ
て

久
し
く
、
現
在
で
は
ひ
と
り
１
台
車
を
持

つ
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
バ
ス
の
乗
客
は

小
中
高
校
の
児
童
生
徒
の
通
学
利
用
と
、

交
通
手
段
の
な
い
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
買

い
物
、
通
院
利
用
が
主
で
す
。

　
バ
ス
は
利
用
者
が
少
な
く
、
時
間
帯
に

よ
っ
て
は
空
バ
ス
が
走
り
ま
す
。
町
内
を

細
か
く
走
る
南
国
バ
ス
も
、
将
来
税
金
で

走
ら
せ
る
に
は
限
界
が
来
る
で
し
ょ
う
。

車
を
持
た
な
い
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
極
め

て
深
刻
な
問
題
で
す
。

　
ま
た
、
年
金
生
活
者
に
と
っ
て
は
高
額

に
な
る
タ
ク
シ
ー
利
用
に
も
限
界
が
あ
る

と
い
う
の
が
現
実
で
す
。
今
後
、
高
齢
化

の
進
行
と
共
に
交
通
弱
者
が
増
え
る
の
は

十
分
予
想
で
き
ま
す
。
効
率
的
な
利
用
方

法
を
研
究
で
き
れ
ば
い
い
の
で
す
が
。

　
将
来
の
問
題
と
し
て
少
し
で
も
公
共

　
交
通
機
関
を
利
用
し
て
欲
し
い

　
今
、
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
、
一
人

ひ
と
り
が
か
ね
て
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

で
極
力
税
負
担
を
抑
え
、
温
暖
化
対
策
も

含
め
て
エ
コ
な
取
り
組
み
と
し
て
全
体
の

利
益
を
確
保
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。
自
分
の
将
来
の
問
題
と
し
て
少
し
で

も
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

将来路線。

■第三停留所
い
ま
、
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
、

一
人
ひ
と
り
が
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

interview
交通手段の確保について町企画広報課中村慎一

課長に話を聞きました。

私
◎
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

私
た
ち
の
バ
ス


